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去

る

十

月

二

十

二

日

に

第

三

ブ

ロ

ッ

ク

役

員

会

後

に

渋

谷

支

部

協

力

会

員

で

も

あ

る
、

㈱

エ

ネ

・

グ

リ

ー

ン

さ

ん

に

よ

る

技

術

研

修

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

今

回

の

テ

ー

マ

は

「

改

正

建

築

物

省

エ

ネ

法

の

概

要

と

注

意

点

に

つ

い

て

」

で

、

講

師

の

諏

訪

田

氏

に

よ

る

「

令

和

七

年

四

月

一

日

よ

り

施

行

さ

れ

た

、

省

エ

ネ

法

改

正

の

概

要

と

申

請

に

あ

た

っ

て

の

注

意

点

」

の

解

説

が

あ

り

活

発

な

質

疑

応

答

で

充

実

し

た

研

修

会

と

な

り

ま

し

た

。

講

師

を

務

め

た

㈱

エ

ネ

・

グ

リ

ー

ン

さ

ん

は
、

一

九

九

九

年

に

設

立

以

来

「

環

境

や

人

に

優

し

い

建

物

を

プ

ロ

デ

ュ

ー

ス

」

を

コ

ン

セ

プ

ト

に
、

建

築

設

備

設

計

に

特

化

し

た

設

計

事

務

所

で

す
。

総

合

建

設

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

と

し

て

も

全

国

に

七

拠

点

を

展

開

し

て

お

り

、

建

築

物

の

新

築

、

改

修

、

改

築

設

計

を

す

る

こ

と

は

も

ち

ろ

ん

、

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

化

に

よ

り

環

境

に

も

配

慮

し

た

建

築

設

備

設

計

を

手

が

け

て

い

る

の

が

特

長

で

す

。良

質

な

建

物

造

り

、

長

期

的

な

建

物

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

や

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

コ

ス

ト

を

考

慮

し

、

お

客

様

が

安

心

し

て

働

き

、

生

活

で

き

る

建

物

造

り

を

設

計

を

通

し

て

サ

ポ

ー

ト

を

す

る

企

業

で

、

現

在

設

備

設

計

者

が

不

足

す

る

中

で

頼

も

し

い

存

在

と

な

っ

て

い

ま

す

。

省

エ

ネ

支

援

業

務

に

つ

い

て

も

、

設

計

事

務

所

な

ら

で

は

の

経

験

を

活

か

し

た

、

ス

ピ

ー

デ

ィ

ー

で

丁

寧

な

省

エ

ネ

計

算

代

行

サ

ー

ビ

ス

を

実

施

し

て

お

り

、

豊

富

な

知

識

を

持

っ

た

ス

タ

ッ

フ

が

コ

ス

ト

や

工

期

・

納

期

を

考

慮

し
、

資

料

作

成

か

ら

評

価

機

関

と

の

や

り

と

り

ま

で

、

日
々

の

業

務

に

追

わ

れ

る

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

の

皆

さ

ま

に

代

わ

り

、

一

貫

し

て

サ

ポ

ー

ト

を

行

っ

て

い

ま

す

。

今

回

の

技

術

研

究

会

で

は

二

〇

二

五

年

四

月

以

降

の

省

エ

ネ

基

準

適

合

義

務

の

対

象

拡

大

に

つ

い

て

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

内

容

と

し

て

は

二

〇

二

五

年

四

月

以

降

に

着

工

す

る

、

原

則

す

べ

て

の

新

築

・

増

改

築

（

延

べ

床

面

積

１

０

㎡

以

上

）

に

、

省

エ

ネ

基

準

へ

の

適

合

が

義

務

付

け

ら

れ

ま

す
。

増

改

築

に

つ

い

て

は

、

二

〇

二

五

年

三

月

末

ま

で

は

既

存

部

分

を

含

め

た

増

改

築

後

の

建

築

物

全

体

で

省

エ

ネ

基

準

適

合

を

求

め

て

い

ま

し

た

が

、

法

改

正

に

よ

っ

て

範

囲

が

見

直

さ

れ

、

既

存

部

分

は

含

ま

ず

、

増

改

築

を

行

う

部

分

の

み

が

適

合

義

務

の

対

象

と

な

る

り

ま

す

。

そ

の

他

に

・

新

三

号

物

件

・

Ｂ

Ｅ

Ｉ

新

基

準

・

軽

微

変

更

の

説

明

が

な

さ

れ

ま

し

た

。

今

後

の

留

意

点

と

し

て

は
、

省

エ

ネ

基

準

適

合

義

務

の

対

象

拡

大

に

伴

い

、

民

間

検

査

機

関

に

お

け

る

審

査

業

務

が

大

変

混

雑

し

て

い

る

状

況

が

続

い

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

多

く

の

機

関

で

は

申

請

か

ら

指

摘

事

項

が

届

く

ま

で

通

常

一

ヶ

月

か

ら

二

ヶ

月

程

度

を

要

す

る

ケ

ー

ス

が

一

般

的

と

な

っ

て

お

り

、

審

査

期

間

の

長

期

化

が

避

け

ら

れ

な

い

状

態

で

す

。

す

で

に

確

認

申

請

を

他

の

機

関

へ

提

出

済

み

の

案

件

に

つ

い

て

は

、

受

付

を

一

時

停

止

し

て

い

る

検

査

機

関

も

一

部

見

受

け

ら

れ

る

な

ど

、

実

務

上

の

制

約

も

生

じ

て

い

ま

す

。

(

裏

面

へ

続

く)

発 行

(一社) 東京都建築士

事務所協会 渋谷支部

支部長 塚部 彰

編 集

渋谷支部 編集委員会

会 員 数

正 会 員 120 社

協 力 会 員 22 社

令和 7年11月 現 在

支部 H P Q R ｺ ﾄーﾞ

(令和7年8月改定)

一
般
社
団
法
人

東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
第
三
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
技
術
研
修
会
「
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
の
概
要
と
注

意
点
に
つ
い
て
」
を
令
和
七
年
十
月
二
二
日
に
行
い
ま
し
た
。

会場の様子

㈱エネグリーンの省エネ計算支援業務

・省エネルギー措置届出書作成支援業務

・ZEB(ZEH)作成支援業務

・CASBEE評価認証支援業務

・CASBEE環境計画書支援業務

・東京都建築物環境計画書支援業務

・建築物省エネルギー性能表示制度支援業務

(BELS)
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(

表

面

か

ら

続

く)

こ

う

し

た

状

況

を

踏

ま

え
、

設

計

・

施

工

工

程

へ

の

影

響

を

最

小

限

に

抑

え

る

た

め

に

も

、

申

請

時

期

に

つ

い

て

は

十

分

な

余

裕

を

持

っ

て

ご

対

応

い

た

だ

く

こ

と

が

望

ま

れ

ま

す

。

ま

た

、

計

算

上

の

ポ

イ

ン

ト

と

し

て

は

、

高

効

率

な

空

調

機

や

全

熱

交

換

器

、

エ

コ

キ

ュ

ー

ト

の

使

用

、

適

切

な

能

力

の

照

明

器

具

の

選

定

と

配

置

が

肝

心

と

な

り

ま

す

。

住

宅

で

は

特

に

、

熱

橋

部

分

へ

の

十

分

な

断

熱

材

の

使

用
、

複

層

・

断

熱

ガ

ラ

ス

の

使

用
、

共

用

部

分

(

ロ

ビ

ー

・

廊

下

な

ど

)

へ

の

空

調

機

の

設

置

が

ポ

イ

ン

ト

と

な

り

ま

す

。

太

陽

光

パ

ネ

ル

の

設

置

も

効

果

的

で

す

が

、

先

ず

は

前

記

の

ポ

イ

ン

ト

を

抑

え

る

こ

と

が

重

要

と

な

り

ま

す

。

二

〇

二

六

年

以

降

四

月

か

ら

基

準

値

が

大

規

模

非

住

宅

建

築

物

同

等

に

引

上

げ

ら

れ
、

二

〇

三

〇

年

を

目

途

にZ
E
B
/

Z
E
H

基

準

ま

で

引

き

あ

が

る

見

込

み

と

な

っ

て

お

り

ま

す
。

基

準

値

引

き

上

げ

に

向

け

、

先

程

上

げ

た

ポ

イ

ン

ト

に

加

え

て

省

エ

ネ

計

算

の

仕

組

み

へ

の

理

解

が

重

要

と

な

っ

て

き

ま

す

。

空

調

機

・

給

湯

機

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

量

は

(

熱

負

荷

÷

運

転

効

率

)
×

台

数

で

求

め

ら

れ

、

換

気

・

照

明

・

昇

降

機

は

、

消

費

電

力×

省

エ

ネ

制

御

の

効

果

×

台

数

×

運

転

時

間

で

求

め

て

い

ま

す

。

省

エ

ネ

制

御

の

効

果

と

は

、

セ

ン

サ

ー

等

で

運

転

を

自

動

制

御

す

る

こ

と

で
、

エ

ネ

ル

ギ

ー

効

率

を

高

め

、

消

費

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

減

ら

す

こ

と

で

す

が

、

照

明

を

例

に

出

す

と
、

在

室

検

知

・

明

る

さ

制

御

・

タ

イ

ム

ス

ケ

ー

ル

制

御

・

初

期

照

度

補

正

機

能

が
、

省

エ

ネ

制

御

の

効

果

に

値

す

る

機

能

と

な

り

ま

す

。皆

様

十

分

な

期

間

を

確

保

の

上

進

め

て

ま

い

り

ま

し

ょ

う

。

協 力 会 員 コ ー ナ ー
協 力 会 員 の 皆 様 の 紹 介 欄 で す 。 Ｐ Ｄ Ｆ 又 は Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ で

お 送 り い た だ き ま し た ら こ の 欄 に 載 せ ま す 。

国土交通省 中規模非住宅建物の築物の省エネ設計
かんたんガイド の一部


